
社
会
福
祉
事
業
団
職
員
採
用
試
験

社
会
福
祉
事
業
団
職
員
採
用
試
験

社
会
福
祉
事
業
団
職
員
採
用
試
験

１
�
試
験
区
分
及
び
受
験
資
格

介
護
職
員

Ａ
昭
和
３７
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
５６
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
介
護
福
祉
士

ま
た
は
看
護
師
、
准
看
護
師
の
い
ず
れ
か
の

資
格
を
有
し
、
介
護
支
援
専
門
員
ま
た
は
認

知
症
ケ
ア
専
門
士
、
社
会
福
祉
士
の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
併
せ
持
つ
か
た

Ｂ
昭
和
４８
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６３
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
介
護
福
祉
士

ま
た
は
看
護
師
、
准
看
護
師
の
い
ず
れ
か
の

資
格
を
有
す
る
か
た（
新
規
学
校
卒
業
予
定

者
に
限
り
、
取
得
見
込
み
で
も
可
）

看
護
職
員

昭
和
３０
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
４８
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
保
健
師
、
看

護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
有
し
、
資
格
取
得
後
に
看
護
職
と
し
て
８

年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
る
か
た

生
活
相
談
員（
ま
た
は
社
会
福
祉
士
）

昭
和
３７
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
５６
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
社
会
福
祉
士

の
資
格
を
有
す
る
か
た

機
能
訓
練
指
導
員

昭
和
４２
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６０
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
理
学
療
法
士

ま
た
は
作
業
療
法
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

有
す
る
か
た（
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
に
限

り
、
取
得
見
込
み
で
も
可
）

２
�
採
用
予
定
人
員

い
ず
れ
も
若
干
名

３
�
試
験
の
日
時
、
場
所
及
び
合
格
発
表

第
１
次
試
験（
筆
記
試
験
、介
護
職
員
Ｂ
の
み
）

日

時

１０
月
１４
日（
日
）
１０
時

場

所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ

※
他
の
職
種
は
、
書
類
審
査
を
行
い
ま
す
。

１
次
合
格
発
表

１０
月
２６
日（
金
）

第
２
次
試
験（
作
文
、
適
応
性
検
査
、
面
接
）

日

時

１１
月
１１
日（
日
）
９
時

場

所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ

最
終
合
格
発
表

１１
月
３０
日（
金
）

４
�
受
験
手
続
き
及
び
受
付
期
間

受
験
案
内
等
は
、
事
業
団
各
事
業
所
及
び
福

祉
事
務
所
で
差
し
上
げ
ま
す
。
郵
送
に
よ
る

受
験
案
内
等
の
請
求
は
、
表
に
職
員
採
用
試

験
と
朱
書
き
し
た
封
筒
に
、
返
信
用
角
型
Ａ

４
封
筒（
あ
て
先
及
び
郵
便
番
号
を
明
記
し
、

１
４
０
円
切
手
を
張
っ
て
く
だ
さ
い
）を
同

封
し
、
事
業
団
本
部
事
務
局
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間

９
月
３
日（
月
）か
ら
１４
日（
金
）ま
で
の
、
毎

日
９
時
か
ら
１７
時
３０
分
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
受
け
付
け
し
ま
せ

ん
。
郵
送
の
場
合
は
、
９
月
１４
日（
金
）必
着

で
す
。

秋田県商工会連合会では、創業人材育成事業と
して、「経営革新塾」を開催します。
これは、経済のグローバル化や情報化の進展、

少子高齢化などのため経済構造が変化する中で、
経営革新で新たな事業展開をしていくための知識
やノウハウを、習得するために開催されるもので
す。
研修では、すでに事業を営んでいる建設業関連

の方々などを対象に、経営戦略や計画などを、少
人数でグループに分かれて学習します。

ところ かづの商工会館
（鹿角市花輪字柳田１４―１）

定 員 ３０人（先着順）
受け付け開始 ８月２０日（月）８時３０分
※受講料は無料ですが、テキスト代（７０００円）
が必要です。

申・問 秋田県商工会連合会南部指導センター
�０１８２―３２―７１５６
０１８２―３２―８９５７
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１
８
�
５
６
０
１

大
館
市
十
二
所
字
大
水
口
４
番
地
５

大
館
市
社
会
福
祉
事
業
団

本
部
事
務
局

�
４７
―
７
２
０
０

�９月１５日（土）１０時～１６時
「建設業の現状と企業存続のための６原則」

�９月２２日（土）１０時～１２時
「総合評価（技術競争）時代を生き抜くために」
「経審改正の動向」

�９月２２日（土）１３時～１６時
「現状分析（財務分析）」

�１０月１３日（土）１０時～１６時
「現状分析（ＳＷＯＴ分析）」

�１０月２０日（土）１０時～１６時
「自社における戦略構築」

�１１月３日（土）１０時～１６時
「自社における戦略構築」

「売りのポイントと顧客向けのプレゼン
テーション能力の向上」

「ビジネスプラン（戦略シート）の発表」

畠 山 徹氏
同、チーフコンサルタント 山 下 宏 道氏

申 ・ 問

●建設業で生き残るための●

人材育成事業
「経営革新塾」

日程と内容

（株）建設経営サービス建設経
営研究所主任コンサルタント

広報大館２００７．８．１６

講
師

�


